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第1節	 子育て環境の充実

■	 現状と課題
●館山市では、親子の遊びと交流の場として「元気な広場」の開設や、房南こども園・船形こども

園・九重こども園の開設、病児・病後児保育事業の実施、学童クラブの公設化、保育園保育時間の

延長など、子育て支援の強化・拡充に努めてきました。しかし、家族形態の多様化や地域のつなが

りの希薄化から、子育てに対する不安や孤立感を抱く家庭がみられることや、保護者の就労形態の

多様化から、保育時間のさらなる延長や一時預かりなど、多様なニーズに対する保育サービスの充

実が求められています。

●平成 27 年 3 月に、「地域ぐるみで元気な親子

をはぐくむまち たてやま」を基本理念として、『た

てやまっ子 元気プラン －館山市子ども・子育て支

援事業計画－ 第１期計画』を策定しました。この計

画では、子どもやその親をはじめ、教育・保育従事者、

企業、行政などの地域社会全体が協働して、将来の

ある子どもたちを、地域ぐるみではぐくむこととして

います。

●合計特殊出生率が県内でも高いという地域の特

長を活かし、多子世帯に対する優遇策等、子育て支援策をさらに強化することにより、子育て世

代に選ばれるまちづくりが望まれます。

●館山市では、妊娠期から出産、乳児期、幼児期に至るまでの一貫した母子の健康づくりとして、

妊婦、乳児、１歳６カ月児、３歳児の健康診査を基本に、パパママ学級、離乳食学級、産婦・新生児・

乳幼児の家庭訪問、予防接種など、それぞれの段階に対応したきめ細かい事業展開に努めてきま

した。今後は、安心して子どもを産み育て、親子が心身ともに健康で楽しく過ごせるよう、妊娠・

出産から子育てまでの切れ目のない支援と、子育てに対する不安や負担を軽減するための子育て

支援サービスのさらなる充実が望まれます。

■	基本方針

●	多様な家族形態や保育ニーズに、きめ細かい対応ができる子育て支援サービスの充
実を図ります。

●	地域ぐるみで親子を支える仕組みを構築し、子育てに対する不安や負担を軽減する
とともに、安心して子どもを産み育てることができる環境を整備します。
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基本目標 1　第 1 節　子育て環境の充実
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■	施策の体系

子育て環境の充実 　 　 安心して妊娠・出産できる環境づくり
　
　
　 妊娠・出産・子育ての一貫した支援　
　
　 子育てしやすい環境づくりの推進　

　 子育て家庭への支援の充実　

　 子育て環境の整備　

■	施策の展開
（1）安心して妊娠・出産できる環境づくり

計画事業名 事業内容 担当課

妊娠・出産に関する正しい知識
の普及・啓発

　若者世代に対して、妊娠・出産に関する正しい知識の普及・
啓発を図るとともに、妊娠初期から医療関係者と連携し、個々
の状況に応じた具体的な対応策などを検討していきます。

健康課

三世代同居・近居の推進
　三世代同居・近居を推進し、子育ての負担軽減と高齢者
の孤立防止等を図ります。

企画課

（2）妊娠・出産・子育ての一貫した支援

計画事業名 事業内容 担当課

母子保健事業
　妊婦・乳児健診及び相談、パパママ学級、思春期ふれあ
い体験などを実施し、母性並びに乳幼児の健康の保持増進
を図ります。

健康課

「元気な広場」での親子
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（3）子育てしやすい環境づくりの推進

計画事業名 事業内容 担当課

子育て支援事業

　保護者が必要とする施設や事業等の情報提供や病児・
病後児保育事業の実施、公共施設や店舗にオムツ替えや調
乳用ポットなどを備えた「赤ちゃんの駅」の拡充等により、
子育て支援を推進します。

こども課

保育園・こども園における保育
サービスの充実

　延長保育や土曜・休日保育、預かり保育の充実を図ると
ともに、私立保育園に対する運営支援を行います。

こども課

幼児教育の充実
　北条幼稚園の幼稚園型認定こども園への移行について
検討するとともに、私立幼稚園及び私立保育園に通う保護
者に対する支援を行います。

こども課

「元気な広場」運営事業

　子育て親子の交流や世代間の交流、子育てに関する相談
及び情報提供を通じた子育ての不安解消を図るため、子育
て支援拠点「元気な広場」の運営及び「出張子育てひろば」
の実施を推進します。
　また、会員間の相互援助活動を支援するファミリー・サ
ポート・センター事業を推進し、子育て支援ネットワーク
の拡充に努めます。

こども課

学童クラブ運営事業
　小学校下校後に保護者が家庭にいない留守家庭児童の
健全育成と安全確保のため、公設化等による安定的で質の
高い学童クラブの運営に努めます。

こども課
建築施設課

（4）子育て家庭への支援の充実

計画事業名 事業内容 担当課

子ども医療費給付事業

　小学校６年生までの通院医療費及び中学校３年生までの
入院医療費の助成を継続し、子育て家庭の経済的負担の
軽減と子どもの保健の向上を図ります。
　また、中学校３年生までの通院医療費の助成を実施しま
す。

社会福祉課

ひとり親家庭支援事業
　ひとり親家庭に対し、医療費の助成や児童扶養手当、高
等職業訓練給付金の支給を行うとともに、母子・父子自立
支援員による相談・助言を行います。

社会福祉課

児童虐待防止ネットワーク事業
　要保護児童対策地域協議会を中心に、関係機関との連
携や情報の共有化に努め、児童虐待への対応や、虐待を
未然に防止するためのネットワーク体制の強化を図ります。

こども課

前
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基本目標 1　第 1 節　子育て環境の充実
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（5）子育て環境の整備

計画事業名 事業内容 担当課

保育園・幼稚園・こども園の
整備充実

　老朽化した施設の耐震性の確保や備品類の計画的な整
備を行うとともに、北条地区及び那古地区のこども園化を
検討します。

こども課
建築施設課

保育園・幼稚園・こども園に
おける安全対策の充実

　園児の安全を確保するため、食物アレルギー対策や施設
管理の充実、安全体制の強化を図ります。

こども課
建築施設課

■	成果指標・目標

指標名 現状値 目標値

合計特殊出生率 1.53 1.80

出生数 311 人 320 人

乳幼児健診受診率

４カ月児健診 88.8％

100％１歳６カ月児健診 94.0％

３歳児健診 93.7％

赤ちゃんの駅整備数 35 カ所 40 カ所

「出張子育てひろば」の実施箇所数 １カ所 ３カ所

ファミリー・サポート・センター会員数 360 人 500 人

公設学童クラブ数 － ８カ所

1.26

1.32 1.34 1.37 1.37
1.39 1.39 1.41 1.43 1.42

1.22 1.23 1.25
1.29 1.31

1.34
1.31 1.31 1.33 1.32

1.55
1.51 1.52

1.42 1.41

1.61 1.62 1.61
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合計特殊出生率の推移

全 国

千葉県

館山市

（厚生労働省「人口動態統計」）
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第2節	高齢者福祉の充実

■	 現状と課題
●館山市の高齢化率は既に 35％を超えており（平成 27 年４月現在）、団塊の世代が 75 歳以上と

なる平成 37 年には、支援や介護が必要な高齢者がさらに増加するものと予想されます。

●館山市では、高齢者のみの世帯や一人暮らしの高齢者が、住み慣れた地域で安心して暮らせる

ように、地域全体でさりげなく見守る「館山市高齢者見守りネット」を立ち上げ、「高齢者にやさし

いまちづくり」の実現に向けた取組に力を注いでいます。

●平成 27 年３月に、「地域の中で、すこやかにくらせる長寿のまち・館山」を基本理念として、『館

山市高齢者保健福祉計画（第７期高齢者保健福祉計画・第６期介護保険事業計画）』を策定しま

した。この計画では、介護が必要な状態になっても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続ける

ことができるように、医療・介護・予防・住まい・生活支援が一体的に提供される「地域包括ケア

システム」を構築するとともに、市民一人ひとりが、このシステムの担い手として、「地域の力」で、

孤立する人のいない、助け合いのまちづくりを進めることとしています。

●高齢者がこれまで培ってきた知識や経験は、地域社会にとって優れた財産です。これらを地域

に還元する機会を設けることは、高齢者の社会参画を促し、高齢者自身の生きがいづくりや健康

維持につながるばかりでなく、世代間交流による地域活性化も期待されています。

●介護の現場では、慢性的に担い手が不足しています。

今後は、高齢化のさらなる進展に伴い、要介護者が増

加する一方、労働力人口の減少が見込まれるため、人手

不足はより一層深刻化するものと考えられます。また、

医療ニーズの高まりや、認知症高齢者、高齢者のみ世帯

等の増加に伴い、介護ニーズの高度化・多様化に対応で

きる介護人材の質的向上も求められています。

■	基本方針

●	高齢者が住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けることができるよう、高齢者を
支える「地域包括ケアシステム」の構築を目指します。

●	地域が一体となって、さりげない見守りと、助け合い・支え合いのできるまちづくり
を目指します。

前
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■	施策の体系

高齢者福祉の充実 　 　 高齢者を支える地域づくり　
　
　 高齢者の生活支援　

■	施策の展開
（1）高齢者を支える地域づくり

計画事業名 事業内容 担当課

「地域包括ケアシステム」の
構築

　介護が必要な状態になっても住み慣れた地域で自分ら
しい暮らしを続けることができるように、医療・介護・予防・
住まい・生活支援が一体的に提供される「地域包括ケア
システム」の構築を目指し、在宅医療・介護の連携や認
知症対策、生活支援サービス、地域ケア会議を推進します。

高齢者福祉課
（健康福祉部）

地域で高齢者を支える体制
づくり事業

　要援護高齢者に対し、配食サービスや家族介護用品支
給事業を実施するとともに、高齢者を介護している家族
のための「介護家族会の集い」や認知症の高齢者を理解
するための「認知症サポーター養成講座」を開催します。
　また、一番身近な介護の現場の声を聞き、事業に反映
させていきます。

高齢者福祉課

地域で高齢者を支える体制
づくり事業（地域包括支援
センター事業）

　高齢者の総合的な相談窓口として、介護予防や権利擁
護事業等を行う地域包括支援センターの体制強化を図り
ます。
　また、公正・中立的な立場から、地域包括支援センター
運営協議会による地域包括支援センターの運営支援を行
います。

高齢者福祉課

社会参画・生きがい活動の
促進事業

　高齢者の就労、社会参画、生きがいづくりを促進する
ため、シルバー人材センター、老人クラブ、社会福祉協議
会の活動を支援します。

高齢者福祉課

高齢者見守り事業
　高齢者が安心して住み慣れた地域での生活を継続でき
るように、関係団体等による高齢者見守りネットワークの
拡充を図ります。

高齢者福祉課

「日本版ＣＣＲＣ」の導入に
向けた検討

　都市部の高齢者が健康な時から地方に移住し、健康状
態に応じた継続的なケア環境の下で、自立した社会生活
を送るための地域コミュニティ（「日本版ＣＣＲＣ」）の導
入について検討します。

企画課

※ 介護人材確保の課題に対しては、「計画事業：介護・福祉人材の確保に向けた支援」（Ｐ.100）に記載。
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（2）高齢者の生活支援

計画事業名 事業内容 担当課

館山市高齢者保健福祉計画
の推進

　『館山市高齢者保健福祉計画』に基づき、介護保険事
業にかかる保険給付の円滑な実施と、高齢者のニーズに
沿った福祉施策を推進します。

高齢者福祉課

高齢者の権利擁護事業
　高齢者の生命を守り、尊厳を持って、その人らしく自立
した生活が継続できるように、権利を擁護するための各
種支援を行います。　

高齢者福祉課

安定した介護保険制度の運営

　要介護（要支援）認定を受けた被保険者に対する介護
（予防）給付や地域密着型サービス施設に対する指導監
査の実施、介護給付費適正化システムの導入を図り、介護
保険制度の安定的な運営に努めます。

高齢者福祉課

介護保険特別会計への繰出
事務

　介護保険制度の安定した運営を図るため、一般会計から
介護保険特別会計へ費用の一部を繰り出します。

高齢者福祉課

介護相談員派遣等事業
　介護保険施設等に介護相談員を派遣し、利用者の相
談等に応じ、その内容を事業所へ橋渡しすることにより、
課題の早期解決に努めます。

高齢者福祉課

老人ホーム入所措置事業
　家庭の事情等により、在宅で養護を受けることが困難
な高齢者を養護老人ホーム等に入所措置します。

高齢者福祉課

在宅福祉サービス事業
　高齢者が住み慣れた地域で在宅生活を継続できるよう
に、緊急通報装置等の日常生活用具の給付・貸与や家回り
の草取り等の軽度生活援助、福祉カーの貸付を行います。

高齢者福祉課

■	成果指標・目標

指標名 現状値 目標値

地域ケア会議の開催地区数 １地区 全 155 地区

認知症サポーターの人数 2,983 人 4,000 人

シルバー人材センター受注件数 1,786 件 2,000 件

高齢者見守りネット協定数 55 協定 100 協定

介護相談員数 ６人 ８人
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第3節	障害者福祉の充実

■	 現状と課題
●平成 27 年３月に、「一人ひとりが尊重しあい、生き方を選び、共に輝く文化福祉都市」を基本

理念として、『第４次館山市障害者計画』を策定しました。この計画では、「安全・安心」、「差別

の解消及び権利擁護の推進」、「行政サービス等における配慮」といった分野の施策を新たに加え、

障害の有無にかかわらず、誰もが相互に人格と個性を尊重し、支え合う、共生社会の実現に向け

た取組の推進を図ることとしています。

●館山市では、少子高齢化を受けて人口が徐々に減少する一方で、障害者の人口は増加傾向にあ

り、障害の重度・重複化や高齢化も進んでいます。障害者のニーズは、障害の種類や程度などに

よりさまざまであり、障害者を取り巻く生活課題も増大、多様化しています。そのような中で、障

害者の自立と社会参加を公的サービスだけで支えていくことは難しいため、地域全体で支える仕

組みづくりが必要です。今後は、相談支援体制の充実や各種支援サービスの利用による自立・社

会参加の促進、障害者を抱える家族の負担軽減や就労支援など、さらなる施策の充実を図り、障

害のある人々が住み慣れた地域の中で、地域社会の一員として、自分らしい生活が送れるよう、

地域が一体となって支援していくことが求められます。

■	基本方針

●	障害者が地域で安心して暮らせるよう、きめ細かなサービスの充実を図ります。

●	障害者の権利擁護と自立支援、社会参加の促進に取り組みます。

■	施策の体系

障害者福祉の充実 　 　 障害福祉サービスの充実　
　
　 障害者の社会参加促進　
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■	施策の展開
（1）障害福祉サービスの充実

計画事業名 事業内容 担当課

館山市障害者計画の推進
　障害のある人もない人も、ともに住み慣れた地域でいき
いきと、安心して暮らせるまちづくりを目指し、『第４次館
山市障害者計画』を推進します。

社会福祉課

障害者支援に関する事業

　『障害者総合支援法』に基づき、障害の状態に応じた
各種福祉サービスの給付を行います。
　また、心身障害者（児）医療費の給付を行います。
　さらに、居宅や施設において、食事や入浴などの介護
や日常生活上の支援を提供することにより、障害者等の
生活の安定と自立支援を図ります。

社会福祉課

障害児支援に関する事業

　『児童福祉法』に基づき、障害児通所等給付事業を行
います。
　また、障害児を養育する保護者の子育て支援や経済的
負担の軽減を図るため、放課後デイサービスの利用助成
等を行います。
　さらに、心身障害児の特性に応じた適切な指導や相談
を行い、社会性や知育の向上を支援するため、簡易マザー
ズホームを運営します。

社会福祉課

（2）障害者の社会参加促進

計画事業名 事業内容 担当課

地域生活のための支援事業

　障害者の社会参加の促進、福祉の増進や権利の尊厳を
守るため、障害者団体に対する支援、福祉タクシーの利
用助成による障害者の外出支援、各種福祉手当の支給、
障害者の権利擁護に関する取組を行います。

社会福祉課

■	成果指標・目標

指標名 現状値 目標値

地域生活移行者数
２人 ※

（平成 24 ～ 26 年度）
５カ年累計
延べ 16 人

一般就労移行者数
１人 ※

（平成 25 年度）
５カ年累計
延べ 12 人

就労移行支援事業の利用者数
９人 ※

（平成 25 年度）
５カ年累計
延べ 30 人

※ 『第４次館山市障害者計画』（平成 27 年３月）策定にあたって使用した基準数値。
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基本目標 1　第 3 節　障害者福祉の充実
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第4節	低所得者福祉の充実

■	 現状と課題
●近年、生活保護受給者及び生活困窮者が増加しており、全国の生活保護受給者は、平成 27 年
４月時点で約 162 万世帯、216 万人にも及んでいます。
●館山市でも生活保護受給者が増加しており、高齢者やひとり親世帯などに加え、引きこもりや
就労困難といった新たな社会問題により、若者や勤労世帯における生活困窮者も増加傾向にあり
ます。今後は、生活に困窮する低所得者の相談体制や自立・社会参加に向けた支援を充実する必
要があります。

■	基本方針

●	生活困窮者に必要な支援を行い、最低限度の生活を保障するとともに、自立・社
会参加を促進します。

　

■	施策の体系
低所得者福祉の充実 　 　 低所得者福祉の充実　

　

■	施策の展開
（1）低所得者福祉の充実

計画事業名 事業内容 担当課

生活困窮者自立支援事業
　生活保護の受給に至らない生活困窮者に対する相談支
援や住宅確保給付金の支給を行うとともに、支援内容の
拡充を検討します。

社会福祉課

生活保護事業
　生活困窮者に対し、状況に応じた扶助を行い、最低限
度の生活を保障するとともに、自立に向けた支援を行い
ます。

社会福祉課

　

■	成果指標・目標
指標名 現状値 目標値

就労支援により所得が増加した被保護世帯数 ７世帯
５カ年累計

延べ 50 世帯

生活保護受給者数 719 人 720 人（維持）
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第5節	地域福祉の推進

■	 現状と課題
●館山市では、多様化する福祉課題に対応するため、館山市社会福祉協議会及び市内 15 カ所に
設置した社会福祉協議会支部を拠点として、地域における支え合い（共助）の確立と地域住民のネッ
トワーク形成を推進しています。しかし、人口減少・少子高齢化による高齢者の一人暮らし世帯の
増加や地域社会の担い手である若者世代の減少、家族形態や価値観の多様化などによる社会的
なつながりの希薄化等が進み、家族や地域で支え合う機能が脆弱化しています。今後は、誰もが
住み慣れた地域で安心していきいきと暮らしていくために、高齢者や障害者など、支援を必要と
する人々への積極的な見守りや声かけ、福祉サービスの提供、ボランティア活動等、地域に根ざし
た福祉の実践が求められています。

■	基本方針

●	誰もが住み慣れた地域で安心していきいきと暮らしていくために、地域の支え合い
の仕組みを構築し、多様な福祉課題に対応できるまちづくりを目指します。

　

■	施策の体系

地域福祉の推進 　 　 地域福祉の推進　
　

■	施策の展開
（1）地域福祉の推進

計画事業名 事業内容 担当課

地域福祉に関する事業
　地域福祉推進の重要な拠点となる社会福祉協議会の活
動支援と安定運営に向けた支援を行います。

社会福祉課

館山市地域福祉計画の策定
　地域福祉の推進に取り組むための総括的な計画として

「地域福祉計画」を策定し、推進します。
社会福祉課

　

■	成果指標・目標
指標名 現状値 目標値

民生委員・児童委員 定数充足率 100％ 100％

福祉ボランティア活動者数 373 人 398 人
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基本目標 1　第 5 節　地域福祉の推進
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第6節	保健・医療体制の充実

■	 現状と課題
●館山市を含む安房地域の医療体制は、千葉県内の他地域と比較して優位にあり、地域医療の

根幹は維持されているといえます。また、市内に立地する安房地域医療センターは、二次救急指

定病院として、24 時間 365 日の救急医療体制を整えています。しかし、市民からの小児救急医

療体制の整備要望が高く、課題となっています。

●看護師は慢性的に不足している状況であり、安房

３市では、平成 23 年度から「看護師等修学資金貸

付制度」により、安房管内の看護師確保に努めてい

ます。平成 26 年度に、安房医療福祉専門学校が開

学したことにより、人材育成面が強化されましたが、

恵まれた医療体制を維持するためにも、今後もさら

なる医療人材の育成・確保支援の継続が重要です。

●館山市では人口減少等により、国民健康保険の被保険者数が減少しているものの、被保険者

の高齢化や医療技術の高度化等に伴い、一人あたりの医療費は増加しており、国民健康保険制度

の円滑で安定的な運営と被保険者の負担軽減が課題です。

●食生活やライフスタイルの変化により、糖尿病・高血圧症・脂質異常症・肥満・心臓病・脳卒

中などの生活習慣病が増えています。健康でいきいきとした生活を維持するためには、健康に対

する意識づけを行い、疾病の予防、早期発見、早期治療が重要です。

■	基本方針

●	広域的な医療体制の確保と医療人材の育成に取り組みます。

●	医療保険制度の円滑で安定的な運営に努めます。

●	保険給付事業のほか、短期人間ドックの助成を行い、疾病の予防、早期発見、早
期治療による被保険者の安定した生活の確保に努めます。

■	施策の体系

保健・医療体制の充実 　 医療体制の充実　

医療保険制度の健全な運営
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■	施策の展開
（1）医療体制の充実

計画事業名 事業内容 担当課

救急医療体制確保事業

　安房郡市広域市町村圏事務組合に対し、救急医療に関
する費用を負担し、休日や夜間の医療体制の充実を図り
ます。
　また、小児救急医療体制の実現や看護師確保に向けた
取組の働きかけを行います。

健康課

看護師等修学資金貸付制度
　看護師等養成所に入学または在学している看護師志望
者に対し、修学資金の貸付を行い、市内をはじめ、安房
地域での看護師の確保を図ります。

健康課

かかりつけ医の普及・定着
　かかりつけ医をもつことの重要性について周知を図り、
その普及・定着に努めます。

健康課

　
（2）医療保険制度の健全な運営

計画事業名 事業内容 担当課

国民健康保険運営事業
　被保険者の疾病などに対して必要な給付を行い、国民健
康保険制度の円滑で安定的な運営に努めます。

市民課

国民健康保険特別会計への繰出
事務

　被保険者の負担軽減と国民健康保険事業の安定した運
営を図るため、一般会計から国民健康保険特別会計へ費
用の一部を繰り出します。

市民課

後期高齢者医療運営事業
　高齢者に対する医療の確保と適切な保険給付を行うた
め、後期高齢者医療制度の円滑で安定的な運営に努めま
す。

市民課

後期高齢者医療特別会計への
繰出事務

　被保険者の負担軽減と後期高齢者医療制度の安定した
運営を図るため、一般会計から後期高齢者医療特別会計
へ費用の一部を繰り出します。

市民課

短期人間ドック助成事業
　満40歳以上の国民健康保険被保険者、後期高齢者医
療被保険者を対象に、短期人間ドックの費用助成を行い
ます。

市民課

■	成果指標・目標
　

指標名 現状値 目標値

看護師等修学資金貸付制度利用者数
10 人

（平成23～26年度平均※）
15 人

（平成28～32年度平均）

短期人間ドック助成件数（国保） 269 件 280 件

短期人間ドック助成件数（後期高齢者医療） 41 件 55 件

※ 平成23年度から制度開始
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第7節	健康づくりの推進

■	 現状と課題
●館山市では、心身ともに健康で活力ある長寿社会を目指し、平成元年に「長寿健康都市宣言」

を行い、「自分の健康は自分でつくり、自分で守る」をスローガンに、地域の自主健康づくり団体

への支援や保健推進員の活動など、地域に密着したきめ細かい健康づくりの支援に努めています。

●疾病予防活動として、各種がん検診、特定健康診査、予防接種の実施、感染症対策などを行っ

ていますが、各種検診結果については、疾病の早期発見、早期治療につなげるだけでなく、生活

習慣の見直しや日常生活で実践できる運動指導等に結びつけ、市民の健康づくりを支援していく

ことも重要です。

●安房地域は、千葉県内でも特に高齢化が進んでいる地域であり、医療機関や福祉施設が数多

く立地していますが、それらに従事する人材は慢性的に不足しています。医療・介護・福祉に関す

る課題は、地域全体として取り組む必要があります。今後は、地域医療の安定化や地域住民の健

康寿命の延伸を目指し、医療・介護・福祉関係者と行政、市民が一体となり、近隣市町等との連

携を深めながら、情報共有や人材確保を含めた医療資源の充実を図ることが求められます。

■	基本方針

●	地域医療の安定化や地域住民の健康寿命の延伸を目指すコミュニティ医療を推進し
ます。

●	市民一人ひとりが健康な生活を送れるよう、各種予防接種や検診を実施し、疾病の
予防、早期発見、早期治療につなげていきます。

ラジオ体操講習会
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■	施策の体系

健康づくりの推進 　 　 コミュニティ医療の充実　
　
　 保健活動の推進　
　
　 予防活動の充実　

■	施策の展開
（1）コミュニティ医療の充実

計画事業名 事業内容 担当課

コミュニティ医療推進事業

　医療・介護・福祉関係者と行政、市民が一体となり、
近隣市町等との連携を深めながら、情報共有や人材確保
を含めた医療資源の充実に取り組み、高齢化社会に対応
した体制を構築します。

健康課

　
（2）保健活動の推進

計画事業名 事業内容 担当課

健康増進事業
　健康手帳の交付や健康教育、健康相談、機能訓練、訪
問指導を実施し、生活習慣病の予防・健康増進に関する
正しい知識の普及を図ります。

健康課

地域ぐるみ健康づくり支援事
業

　保健推進員による母子保健、健康増進、生活改善など
に関する調査・相談を推進するとともに、地域の自主健康
づくり団体への支援を行います。

健康課

　
（3）予防活動の充実

計画事業名 事業内容 担当課

生活習慣病対策
　各種がん検診や特定健康診査、後期高齢者健康診査、
健康診査等を実施し、市民の健康的な生活を支援します。

健康課

予防接種事業
　予防接種法に基づく定期予防接種と、定期予防接種対
象者以外の方への高齢者肺炎球菌・成人風疹ワクチン接
種を実施します。

健康課

感染症予防対策
　結核・肺がん検診の受診率向上に向けた取組や新型イ
ンフルエンザ対策等により、感染症の発生及びまん延の
防止を図り、公衆衛生の向上に努めます。

健康課
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■	成果指標・目標

指標名 現状値 目標値

健康教育参加者数 4,206 人 5,000 人

健康相談参加者数 1,758 人 2,000 人

各種がん検診受診率

胃がん検診 13.3％ 50％

前立腺がん検診 24.7％ 50％

大腸がん検診 24.1％ 50％

乳がん検診 15.2％ 50％

子宮がん検診 15.3％ 50％

特定健康診査受診率 32.6％ 60％

定期予防接種 接種率

ＢＣＧ 98.0％ 100％

ヒブ 50.3％ 100％

小児肺炎球菌 40.4％ 100％

二種混合（ジフテリア・破傷風混合） 90.8％ 100％

四種混合
（ジフテリア・百日せき・破傷風・ポリオ混合） 98.1％ 100％

ＭＲ（麻しん・風しん混合） 91.8％ 100％

水痘（水ぼうそう） 54.5％ 100％

日本脳炎 40.3％ 100％

結核・肺がん検診受診率 33.3% 50％以上




